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古
代
東
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
「
カ
ギ
」
の
漢
字
表
記
（
下
）

│
│
「
鎖
」・「
鏁
」・「
鍵
」・「
鉤
」・「
鈎
」・「
匙
」
│
│

方
　
　
　
国
　
花

第
二
章
　「
鎖
」・「
鏁
」
に
つ
い
て

　
第
一
章
で
述
べ
た
「
鎰
」
と
「
鑰
」
は
、
中
国
で
元
々
別
字
で
あ
っ
た
の
が
周
辺
国
に
お
い
て
異
体
字
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
例
で
あ
る
が
、
本
章
で
述
べ
る
「
鎖
」
と
「
鏁
」
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
共
に
異
体
関
係
に
あ
る
字
と
し
て
認
め
ら
れ
る
例
で
あ

る
。
本
章
で
は
、「
鎖
」
と
「
鏁
」
が
古
代
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
、
両
字
に
使
い
分
け
が
さ
れ
て
い
た

か
ど
う
か
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節
　
古
代
中
国
の
場
合

　
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
鎖
」
と
「
鏁
」
の
用
法
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
漢
字
の
発
祥
地
で
あ
る
中
国
で
の
標
準
的
用
法
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。「
鎖
」
と
「
鏁
」
の
関
係
、
そ
し
て
そ
の
意
味
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ま
ず
古
辞
書
に
お
け
る
記
述
を
み
て
み

よ
う
。古

辞
書
に
お
け
る
記
述
か
ら

　『
説
文
解
）
1
（
字
』（
後
漢
の
許
慎
撰
、
一
〇
〇
年
に
完
成
）
に
お
け
る
「
鎖
」
の
記
述
を
み
る
と



（ 　 ）

愛知県立大学大学院国際文化研究科論集第14号（2013）

二
八

97

　
　
　
鎖
　
鐡
鎖
門
鍵
也
从
金
丕
聲

と
あ
り
、「
鐡
で
作
ら
れ
た
鎖
」
と
「
門
の
鍵
」
の
二
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
し
か
し
、「
鏁
」
の
記
述
は
見
ら
れ
な

い
。「
鏁
」
は
『
説
文
解
字
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
た
『
玉
篇
』
の
増
補
本
で
あ
る
『
大
広
益
会
玉
）
2
（
篇
』（
宋
代
の
陳
彭
年
ら
に

よ
り
編
纂
、
一
〇
一
三
年
成
立
）
に

　
　
　
鎖
思
果
切

鐡
鎖
也
鏁
俗

と
あ
っ
て
、「
鎖
」
が
正
字
で
、「
鏁
」
は
「
鎖
」
の
俗
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

金
石
文
に
お
け
る
記
述
か
ら

　
次
に
、「
鎖
」
と
「
鏁
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
そ
の
実
態
を
考
察
す
る
た
め
に
、
中
国
で
数
多
く
残
っ
て
い
る
石
碑
や
墓

誌
な
ど
金
石
文
か
ら
検
討
を
行
う
。
中
国
の
金
石
文
資
料
は
「
漢
字
字
体
変
遷
研
究
の
た
め
の
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
）
3
（

ス
」
を
使
用
す
る
の
が

便
利
で
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
漢
の
時
代
か
ら
民
国
ま
で
の
数
多
い
金
石
文
資
料
を
収
録
し
て
い
て
、
漢
字
の
用
法
を
知
り
う
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
変
遷
過
程
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ
れ
を
用
い
て
用
例
を
検
討
す
）
4
（

る
。

　「
漢
字
字
体
変
遷
研
究
の
た
め
の
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
「
鎖
」
を
検
索
す
る
と
全
部
で
二
三
例
検
出
さ
れ
る
。
字
形
は
「
鎖
」
と

活
字
化
さ
れ
る
も
の
と
、「
鎻
」
と
活
字
化
さ
れ
る
も
の
が
二
二
例
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
字
形
は
時
代
に
関
係
な
く
、
交
互
に
出
現
し
て

い
る
。
残
り
一
例
は
「
鎖
」
の
用
例
の
中
で
最
も
古
い
北
魏
の
時
代
の
例
で
あ
る
が
、
旁
の
部
分
が
「
目
」
で
は
な
く
「
日
」
に
な
っ
て

い
て
、
下
の
二
点
は
三
点
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
の
中
で
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
南
宋
以
前
の
例
は
九
例
の
み
で
あ
る
。
中
に

は
地
名
に
用
い
ら
れ
る
例
が
一
例
、
身
体
部
位
の
「
鎖
骨
」
に
用
い
ら
れ
る
例
が
一
例
、「
銷
」
と
読
む
べ
き
例
が
二
例
、「
鎖
す
」
と
い

う
動
詞
で
使
わ
れ
る
例
が
四
例
、「
く
さ
り
」
と
い
う
名
詞
で
使
わ
れ
て
い
る
例
が
一
例
あ
る
。
だ
が
、
直
接
「
カ
ギ
」
と
み
る
こ
と
の

で
き
る
例
は
な
い
。

　
一
方
で
、「
鎖
」
の
俗
字
で
あ
る
「
鏁
」
に
翻
字
さ
れ
る
用
例
は
全
部
で
四
例
あ
る
。
字
形
は
全
部
「
鏁
」
に
活
字
化
さ
れ
る
と
み
て

よ
い
。
こ
の
四
例
は
全
部
古
代
の
用
例
で
あ
り
、
一
番
新
し
い
例
が
北
宋
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
用
法
は
動
詞
の
「
鎖
す
」
が
四
例
、
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名
詞
の
「
く
さ
り
」
が
一
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
鏁
」
は
「
鎖
」
に
比
べ
て
用
例
数
が
か
な
り
少
な
い
が
、
表
す
意
味
は
「
鎖
」
と

変
わ
ら
な
い
。

「
天
聖
令
」
に
お
け
る
記
述
か
ら

　
な
お
、
最
近
発
見
さ
れ
て
「
唐
令
」
復
元
に
注
目
さ
れ
て
い
る
北
宋
の
「
天
聖
）
5
（
令
」（
明
代
写
本
）
に
は
専
ら
「
鎖
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

「
倉
庫
令
」
に
二
）
6
（
例
、「
獄
官
令
」
に
四
例
見
ら
れ
）
7
（
る
。「
倉
庫
令
」
に
お
い
て
は
「
封
鎖
」
と
「
鎖
鑰
」
の
熟
語
の
中
で
「
鎖
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、「
封
鎖
」
の
「
鎖
」
は
「
鎖
す
」
と
い
う
意
味
で
、「
鎖
鑰
」
の
「
鎖
」
は
「
錠
（lock

）」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。「
獄
官

令
」
に
お
い
て
は
「
鎖
」
が
主
に
「
枷
」
と
使
わ
れ
て
い
て
、
刑
具
と
し
て
の
「
く
さ
り
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
古
代
中
国
に
お
い
て
「
鏁
」
は
「
鎖
」
に
比
べ
て
そ
の
使
用
率
が
低
く
、
俗
字
で
あ
る
が
た
め
に
金
石
文
や
律
令
を
書

い
た
文
書
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
正
式
の
場
に
お
い
て
は
主
に
正
字
が
使
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
古
代
中
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
用
法
は
東
ア
ジ
ア
の
他
の
国
に
伝
わ
っ
た
際
に
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
二
節
　
古
代
日
本
の
場
合

　
古
代
日
本
に
お
け
る
「
鎖
」
と
「
鏁
」
の
用
法
を
考
察
す
る
た
め
に
、
古
代
中
国
の
場
合
と
同
じ
く
、
ま
ず
古
辞
書
の
記
述
か
ら
検
討

を
行
う
。古

辞
書
に
お
け
る
記
述
か
ら

　
日
本
で
現
存
最
古
の
辞
書
と
し
て
名
高
い
『
篆
隷
万
象
名
）
8
（
義
』（
空
海
撰
、
八
三
〇
年
以
降
成
立
）
に
お
け
る
記
述
を
み
る
と
、「
鎖
」

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
く
、「
鏁
」
を
見
出
し
字
と
す
る
項
目
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
鏁
思
果
反
連
環
ヽ

　
義
注
の
「
連
環
」
と
は
い
く
つ
も
の
環
（
ワ
）
が
連
な
っ
て
い
る
物
、
即
ち
く
さ
り
を
意
味
す
る
。「
ヽ
」
は
「
也
」
字
を
表
す
。
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　『
新
撰
字
）
9
（
鏡
』（
昌
住
著
、
八
九
九
〜
九
〇
一
年
頃
の
成
立
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
鏁    

鎖
三
形
作
思
果
反
鐵
也
又
璅
字

連
也
足
加
志
又
加
奈
保
太
志

　「
鎖
」
の
異
体
字
を
「
鎖
」
の
上
に
二
つ
並
べ
て
書
い
た
後
、
注
を
付
け
て
い
る
。「
三
形
作
」
は
三
つ
の
文
字
が
異
体
字
関
係
に
あ
る

こ
と
を
示
す
。「
連
也
」
は
連
な
る
も
の
、
即
ち
く
さ
り
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
下
に
和
訓
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
足

加
志
」（
ア
シ
ガ
シ
）
と
「
加
奈
保
太
志
」（
カ
ナ
ホ
ダ
シ
）
は
刑
具
で
あ
る
足
枷
の
こ
と
を
言
）
10
（
う
。
こ
れ
は
「
天
聖
令
」
の
「
獄
官
令
」

に
「
鎖
」
が
刑
具
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
点
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　『
和
名
類
聚
）
11
（
抄
』
に
は
「
鏁
子
」
を
見
出
し
字
と
す
る
項
目
が
見
え
る
。

　
　
　
鏁
子
　
唐
韻
云
鎖
蘓
果
反
俗

作
鏁
字
鐵
也
漢
語
抄
云
―
蔵
乃
加
岐
辨

色
立
成
云
蔵

　
こ
こ
で
は
唐
代
の
孫
愐
が
隋
の
『
切
韻
』
を
修
訂
し
た
韻
書
で
あ
る
『
唐
韻
』
を
引
い
て
、「
鏁
」
が
俗
字
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て

い
る
。「
蔵
乃
加
岐
」（
ク
ラ
ノ
カ
ギ
）
の
訓
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
鏁
子
」
を
「
カ
ギ
」
を
表
す
字
と
し
て
使
用
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

　
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
）
12
（

抄
』（
一
二
五
一
年
書
写
）
に
お
け
る
「
鎖
」
と
「
鏁
」
関
連
の
記
述
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　  

銷
鎖
鎻
鏁
次
二
正
下
谷
　
亠
瑣
　
カ
ナ
ツ
カ
リ
　
ク
サ
リ
（
ル
）　
ツ
ラ
ヌ
ク
　
カ
丶
ル

罪
（
カ
丶
リ
）　
カ
ナ
ク
サ
リ
　
チ
リ
ハ
ム
　
ヒ
マ
　
ト
ツ
　
シ
ケ
ル
　
カ
キ
…
　
鎖
子
蔵
ノ
カ
キ
　
カ
ナ
キ
　
足
カ
シ
　
カ
ナ
ツ
カ
リ
　

ク
サ
リ
　
カ
ナ
ク
サ
リ
　
ク
ラ
ノ
ツ
丶
ノ
シ
タ

鏁
閇
ト
チ
　

ト
チ
テ
（
僧
上
一
二
一
）

　「
鎖
」
を
そ
の
異
体
字
も
含
め
て
四
字
挙
げ
た
後
、
字
体
注
と
し
て
「
次
二
正
下
谷
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
か
ら
二
番
目
の
字
、

即
ち
「
鎖
」
が
正
字
で
、
そ
の
下
は
俗
字
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
訓
は
本
論
と
関
係
の
な
い
も
の
も
数
多
く
書
か
れ
て
い
る
た
め
、

こ
こ
で
は
一
部
を
省
略
し
て
掲
載
し
た
。「
カ
ナ
ツ
カ
リ
」、「
ク
サ
リ
」
等
く
さ
り
を
表
す
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、「
カ
ギ
」
と
い

う
訓
も
附
さ
れ
て
い
る
。「
鎖
子
」
に
も
同
じ
よ
う
な
訓
が
附
さ
れ
て
い
て
、『
和
名
類
聚
抄
』
と
同
じ
「
蔵
ノ
カ
キ
」（
ク
ラ
ノ
カ
ギ
）

の
訓
も
見
ら
れ
る
。
次
の
「
鏁
閇
」
は
そ
の
訓
か
ら
「
閉
じ
る
」
と
い
う
動
詞
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
日
本
の
古
辞
書
の
記
述
か
ら
、
古
代
日
本
に
お
い
て
も
古
代
中
国
と
同
じ
く
、「
鏁
」
が
「
鎖
」
の
俗
字
と
さ
れ
て
い
て
、「
カ
ギ
」
の
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意
味
以
外
に
、
く
さ
り
、
足
枷
、
鎖
す
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
、
次
に
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
う
だ
っ
た

か
を
、
一
次
資
料
で
あ
る
正
倉
院
文
書
と
木
簡
で
確
認
し
て
み
よ
う
。

正
倉
院
文
書
に
お
け
る
記
述
か
ら

　
正
倉
院
文
書
に
は
、
第
一
章
で
も
挙
げ
た
よ
う
に
「
カ
ギ
」
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。「
鎖
」
に
関
連
す
る
記
述
も
多
く
見

ら
れ
る
が
、「
鎖
」
字
体
の
用
例
は
見
ら
れ
な
く
、「
鏁
」
字
体
の
み
で
あ
る
。「
鏁
」
の
字
形
は
皆
「
鏁
」
に
翻
字
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

「
鏁
」
以
外
に
「
鏁
子
」
の
用
例
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、「
鏁
子
」
と
「
鏁
」
が
同
じ
も
の
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
違
う
も
の
を
指
す
の

か
検
討
し
て
み
よ
う
。

　「
鏁
子
」
と
「
鏁
」
の
用
例
数
を
み
る
と
、「
鏁
子
」
は
三
四
例
、「
鏁
」
は
二
三
例
あ
っ
て
、「
鏁
子
」
の
ほ
う
が
若
干
多
い
も
の
の
、

大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
）
13
（

い
。「
鏁
子
」
は
「
具
」
と
い
う
助
数
詞
と
共
に
使
わ
れ
る
場
合
が
多
く
、
二
つ
以
上
の
も
の
が
揃
っ
て
セ
ッ
ト

を
為
す
物
、
即
ち
「
錠
（lock

）」
と
「
鍵
（key

）」
の
セ
ッ
ト
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、「
鏁
」
は
主
に
「
无
鏁
」
と
し
て
使

わ
れ
、「
鏁
」
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
鏁
」
は
櫃
な
ど
入
れ
物
に
付
け
る
「
錠
（lock

）」
を
指
す
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
い
例
も
一
方
で
は
あ
る
。「
天
平
勝
宝
四
年
十
一
月
廿
二
日
」（
資
料
八
）
と
「
天
平
勝

宝
七
歳
正
月
二
十
三
日
」（
資
料
九
）
の
日
付
が
付
く
「
経
紙
出
納
帳
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

　
　 

【
資
料
八
】
続
々
修
三
七
帙
四
　
経
紙
出
納
帳
（『
大
日
本
古
文
書
』
三

－

六
〇
七
頁
）

　
　
　
廿
二
日
納
白
麻
紙
參
仟
張
　
凡
紙
參
伯
張

　
　
　
　
　
納
漆
韓
樻
一
合
着
鏁
但
无
匙

　
　
　
　
　
　
右
為
奉
写
大
唐
和
上
所
願
八
十
花
厳
経
一
部
　
大
集
経
一
部
　
大
品
経
一
部
自
大
納
言
藤
原
家
来

　
　 

【
資
料
九
】
続
々
修
三
七
帙
四
　
経
紙
出
納
帳
（『
大
日
本
古
文
書
』
三

－

六
〇
八
頁
）

　
　
　
正
月
廿
三
日
納
杜
中
紙
六
千
張
欠
四
張
　
納
漆
韓
樻
一
合
着
鏁
并
匙

　
　
　
　
　
　
　
　
右
太
皇
太
后
　
御
願
六
十
花
厳
経
五
部
料
表
紙
料
百
五
十
張
不
用
可
返
上
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　「
資
料
八
」
に
は
三
千
三
百
枚
に
な
る
紙
を
漆
が
塗
っ
て
あ
る
韓
櫃
一
合
に
入
れ
て
「
藤
原
家
」（
仲
麻
呂
家
）
か
ら
運
ん
で
き
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
漆
塗
り
の
韓
櫃
に
は
「
鏁
」
は
付
い
て
い
る
が
、「
匙
」
が
つ
い
て
い
な
い
と
記
し
て
い
る
。
一
方
で
、「
資
料

九
」
に
も
同
じ
く
漆
塗
り
の
韓
櫃
に
紙
を
入
れ
て
運
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
韓
櫃
に
は
「
鏁
」
も
「
匙
」
も
付
い
て
い
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
鏁
」
は
「
錠
（lock

）」
を
表
し
、「
匙
」
は
「
鏁
」
を
開
け
る
「
鍵
（key

）」
を
表
す
と
し
て
記
述
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、「
鏁
」
は
違
う
解
釈
も
で
き
そ
う
だ
。

　
　 

【
資
料
一
〇
】
続
修
四
二
帙
二
　
左
京
職
符
（『
大
日
本
古
文
書
』
一

－

六
三
一
頁
）

　
　
　
職
符
　
東
市
司

　
　
　
鏁
一
具
正
倉
料

　
　
　
右
、
従
彼
市
平
價
進
上

　
こ
れ
は
「
左
京
職
」
が
「
東
市
司
」
に
正
倉
料
と
な
る
「
鏁
」
を
一
具
東
市
で
購
入
し
て
進
上
し
ろ
と
の
命
令
を
下
し
た
文
書
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
鏁
」
は
市
場
で
購
入
す
る
も
の
で
、
そ
の
助
数
詞
と
し
て
「
具
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
錠
（lock

）」
の
み
を
指
す

の
で
は
な
く
、「
鍵
（key

）」
も
セ
ッ
ト
と
な
る
一
組
み
合
わ
せ
の
「
カ
ギ
」
を
指
す
と
理
解
で
き
る
。
市
場
で
購
入
し
て
進
上
す
る
品

物
と
し
て
、
錠
前
だ
け
で
は
使
い
物
に
な
ら
ず
、
こ
れ
だ
け
を
購
入
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
鏁
」
は
「
錠

（lock

）」
だ
け
で
な
く
、「
鍵
（key

）」
を
も
含
む
広
義
と
し
て
の
「
カ
ギ
」
を
指
す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、「
鏁
子
」

の
ほ
う
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
、「
鏁
子
」
に
「
具
」
の
助
数
詞
が
付
く
ほ
う
が
普
遍
的
で
、「
鏁
子
」
も
広
義
と
し
て
の
「
カ

ギ
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
果
た
し
て
「
鏁
」
と
「
鏁
子
」
は
同
じ
意
味
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
前
章
に
挙
げ
た
「
資

料
五
」
と
「
資
料
六
」
を
み
る
と
、「
鏁
」
と
「
鏁
子
」
は
書
き
写
し
た
文
書
と
そ
の
元
と
な
る
文
書
の
中
で
、
同
じ
文
脈
の
中
に
使
わ

れ
て
い
て
、
同
じ
用
法
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
鏁
」
と
「
鏁
子
」
は
基
本
的
に
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
て
、
両
方
と
も
広
義
と
し
て
の
「
カ
ギ
」
を
表
す
こ
と
が
あ
る
。

た
だ
、「
錠
（lock

）」
の
み
を
表
す
時
に
は
「
鏁
」
の
ほ
う
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
、「
鏁
」
が
主
に
「
无
鏁
」
の
用
例
と
し
て
使
わ
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れ
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
書
写
す
る
時
は
表
記
が
短
け
れ
ば
短
い
ほ
ど
よ
く
、「
錠
（lock

）」
と
「
鍵
（key

）」
の
セ
ッ
ト
と
し
て
の
「
鏁
」

或
い
は
「
鏁
子
」
が
無
い
と
い
う
事
柄
は
錠
前
の
み
の
記
述
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
。「
錠
（lock

）」
が
な
い
と
「
鍵
（key

）」
だ
け
あ

っ
て
も
意
味
が
な
い
の
で
、「
錠
（lock

）」
が
な
い
と
の
こ
と
、
即
ち
「
无
鏁
」
と
の
み
注
記
す
れ
ば
よ
い
が
、「
鍵
（key

）」
だ
け
を

表
記
す
る
と
錠
前
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
く
、
事
柄
を
完
全
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、「
无
鏁
」
と
「
无
鏁
子
」

（
こ
こ
で
の
「
鏁
子
」
は
広
義
と
し
て
の
「
カ
ギ
」）
が
同
じ
事
柄
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、「
无
鏁
」
の
ほ
う
が
簡
単
で
い

い
わ
け
で
、「
无
鏁
」
の
表
記
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、「
鏁
」
と
「
鏁
子
」
は
両
方
と
も
広
義
と
し
て
の
「
カ
ギ
」
を

表
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
主
に
「
錠
（lock

）」
を
表
す
際
に
は
「
鏁
」
が
用
い
ら
れ
、
主
に
「
錠
（lock

）」
と
「
鍵
（key

）」
の
セ
ッ

ト
を
表
す
際
に
は
「
鏁
子
」
が
用
い
ら
れ
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
で
は
、
次
に
日
常
の
文
書
行
政
に
使
わ
れ
た
木
簡
に
お
い
て
「
鏁
」
と

「
鏁
子
」
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
そ
の
実
態
を
検
討
す
る
。

日
本
の
古
代
木
簡
に
お
け
る
記
述
か
ら

　
日
本
の
古
代
木
簡
に
お
け
る
「
鏁
」・「
鏁
子
」
の
用
例
を
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
「
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
）
14
（

ス
」
で
検
索
す
る
と
、「
鏁
子
」

の
用
例
は
な
く
、「
鏁
」
と
書
か
れ
た
木
簡
の
み
が
三
点
検
出
さ
れ
る
。
字
体
は
全
部
「
鏁
」
と
翻
字
で
き
る
例
ば
か
り
で
、「
鎖
」
の
用

例
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
釈
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　 

【 

資
料
一
一
】
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
二
条
大
路
濠
状
遺
構
出
土
木
簡
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土

木
簡
概
報
』
三
一

－

二
一
頁
）

　
　
　
・
匙
参
拾
壱
天
平
八
年
八
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
栗
前
男
龍

　
　
　
・
鏁
鏁
鏁
鏁
鏁
鏁
鏁

　
　 

【
資
料
一
二
】
長
岡
京
木
簡
（
木
簡
学
会
『
日
本
古
代
木
簡
選
』
三
〇
三
号
）

　
　
　
・
請
中
板
屋
東
隔
鏁
一
具
在
打
立
者

　
　
　
　
　
右
依
右
中
弁
宣
為
収
納
作
物
所
請
如
件
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事
了
者
返
上
　
八
年
七
月
十
九
日
上
毛
野
三
影
麻
呂

　
　
　
・「
又
大
斤
一
□

﹇
具
ヵ
﹈□
□
請
如
件
」

　
　 
【
資
料
一
三
】
大
宰
府
跡
木
簡
（
九
州
歴
史
資
料
館
『
大
宰
府
史
跡
出
土
木
簡
概
報
』
一

－

一
一
四
頁
）

　
　
　
・
綿
鏁

　「
資
料
一
一
」
を
み
る
と
、「
鏁
」
が
裏
面
に
七
文
字
連
続
し
て
書
か
れ
て
い
て
、「
鏁
」
は
習
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
資
料
一
二
」
の
木
簡
は
中
板
屋
の
東
壁
に
取
り
付
け
る
「
鏁
」
を
請
求
し
た
も
の
）
15
（
で
、
こ
の
場
合
の
「
鏁
」
は
「
錠
（lock

）」
と
「
鍵

（key

）」
の
セ
ッ
ト
か
ら
な
る
広
義
と
し
て
の
「
カ
ギ
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。「
資
料
一
三
」
の
木
簡
は
「
綿
鏁
」
と
の
み
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
ど
う
い
う
も
の
を
指
す
か
詳
し
い
こ
と
は
見
当
が
つ
か
な
い
。

小
結

　
こ
の
よ
う
に
、
古
代
日
本
に
お
け
る
「
鎖
」・「
鏁
」
の
用
例
を
み
る
と
、
古
辞
書
に
は
「
鎖
」
字
体
の
記
述
は
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
は
俗
字
で
あ
る
「
鏁
」
字
体
の
み
を
使
用
し
て
い
た
。「
鏁
」
は
正
倉
院
文
書
に
お
い
て
「
鏁
子
」
と
書
く
場
合
も
あ
る
が
、
両
方
と

も
「
錠
（lock

）」
或
は
「
錠
（lock

）」
と
「
鍵
（key

）」
の
セ
ッ
ト
を
表
す
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

第
三
節
　
古
代
朝
鮮
半
島
の
場
合

　
古
代
朝
鮮
半
島
の
場
合
は
古
代
日
本
と
違
っ
て
現
存
す
る
古
代
の
資
料
が
あ
ま
り
な
い
。
前
章
で
「
鎰
」
の
用
例
を
紹
介
し
た
が
、
こ

れ
以
外
に
「
カ
ギ
」
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
古
代
の
資
料
は
次
に
挙
げ
る
「
資
料
一
四
」
の
木

簡
が
あ
る
他
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
　 

【
資
料
一
四
】
雁
鴨
池
遺
跡
出
土
二
一
三
号
木
簡
（『﹇
改
定
版
﹈
韓
国
の
古
代
木
簡
』
国

立
昌
原
文
化
財
研
究
所
）

　
　
　（
表
面
）
策
事
門
思
易
門
金

図３
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　（
裏
面
）
策
事
門
思
易
門
金 

（88 

×14 

×4.5 m
m

）

　
尹
善
泰
氏
は
こ
の
二
一
三
号
木
簡
が
小
さ
く
、
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
て
、「
門
＋
カ
ギ
（
鎰
・
匙
）」
と
す
る
書
式
が
日
本
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
木
簡
に
類
似
し
て
い
る
点
と
、「
鍵
（key

）」
の
方
言
に
今
日
も
「
金
（soi

）」（
朝
鮮
語
の
固
有
語
で
「
鍵
（key

）」
の
意
味
）
と

す
る
の
が
残
っ
て
い
る
点
か
ら
、「
策
事
門
」
と
「
思
易
門
」
の
錠
前
に
使
わ
れ
る
「
鍵
（key

）」
の
付
札
木
簡
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
木
簡
に
お
け
る
「
金
」
を
新
羅
語
の
固
有
語
で
「
鍵
（key

）」
を
表
す
借
訓
字
と
み
て
い
る
。

　
古
代
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
「
カ
ギ
」
を
書
い
た
用
例
は
、
上
記
木
簡
と
雁
鴨
池
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
錠
前
の
み
で
、

こ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
り
得
な
い
。
だ
が
、
子
供
達
の
漢
字
学
習
の
た
め
に
作
ら
れ
た
中
世
の
言
語
資
料
と
な
る
『
訓
蒙
字
会
』（
崔

世
珍
著
、
一
五
二
七
年
完
）
16
（
成
）
に
「
カ
ギ
」
に
関
す
る
記
述
が
見
え
、
古
代
語
の
復
元
の
端
緒
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
訓
蒙
字
会
』
を
み
る
と
、「
鎖
」
を
見
出
し
字
と
す
る
項
目
は
あ
る
が
、「
鏁
」
は
見
当
た
ら
な
い
。「
鎖
」
の
下
に
「zam

ulsoi

」

と
読
め
る
ハ
ン
グ
ル
表
記
が
さ
れ
て
い
て
、
ま
た
「
俗
稱
―
子
又
獄
具
」
の
意
味
解
釈
も
つ
い
て
い
る
。「zam

ulsoi

」
は
「
錠
（lock

）」

を
表
す
朝
鮮
語
の
固
有
語
で
あ
る
。
こ
の
注
か
ら
、「
鎖
」
は
「
錠
（lock

）」
を
表
す
こ
と
も
、
く
さ
り
、
或
は
足
枷
な
ど
「
獄
具
」
を

表
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
節
　
遼
の
場
合

　
遼
の
場
合
も
朝
鮮
半
島
と
同
じ
く
、
現
存
す
る
資
料
が
あ
ま
り
な
い
。
石
碑
や
墓
誌
な
ど
金
石
文
、
そ
れ
に
前
章
で
扱
っ
た
『
龍
龕
手

鏡
』
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
金
石
文
に
は
「
鎖
」・「
鏁
」
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。『
龍
龕
手
鏡
』
に
お
け
る
記
述
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
鏁
俗
鎖 

正
蘇
果
反

鐵
―
也

　「
鏁
」
を
「
俗
」、「
鎖
」
を
「
正
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
国
の
古
辞
書
や
日
本
の
古
辞
書
に
お
け
る
記
述
と
同
じ
で
あ
る
。
義

注
の
「
鐵
―
」
は
中
国
の
古
辞
書
に
見
え
る
注
と
同
じ
で
、
鉄
の
く
さ
り
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
五
節
　
ま
と
め

　
こ
の
よ
う
に
、
古
代
朝
鮮
半
島
と
遼
の
場
合
は
資
料
の
制
約
に
よ
り
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、「
鎖
」・「
鏁
」
は
古
代
中
国
、
日
本
、

朝
鮮
半
島
、
遼
の
ど
こ
の
国
に
お
い
て
も
「
錠
（lock

）」、
く
さ
り
と
し
て
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
意
味
用
法
に
は
大
差
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
だ
が
、
古
代
中
国
で
は
主
に
正
字
の
「
鎖
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
日
本
で
は
主
に
俗
字
の
「
鏁
」
が
使
用
さ
れ

て
い
た
。
画
数
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
「
鏁
」
を
主
に
使
用
し
て
い
た
の
は
、
古
代
日
本
で
は
事
実
上
こ
れ
を
「
正
字
」
と
認
識
し
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
三
章
　「
鍵
」
に
つ
い
て

　「
鍵
」
は
現
代
日
本
に
お
い
て
「
カ
ギ
」
を
表
す
字
と
し
て
一
般
に
使
わ
れ
る
字
で
あ
る
が
、
現
代
中
国
の
場
合
は
異
な
る
。
現
代
中

国
で
は
キ
ー
ボ
ー
ド
を
表
す
時
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
そ
し
て
、「
鍵
（key

）」
は
「
钥
（
鑰
の
簡
体
字
）
匙
」、「
錠
（lock

）」
は
「
锁
（
鎖

の
簡
体
字
）」
で
表
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
鍵
」
の
使
い
方
に
現
代
の
日
中
間
に
お
い
て
は
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
古
代
の
場
合
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
節
　
古
代
中
国
の
場
合

　
第
一
章
で
『
周
礼
』
と
『
礼
記
』
の
注
疏
か
ら
「
鍵
」
は
「
錠
（lock

）」、
或
は
そ
の
牡
金
具
を
表
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ

れ
だ
け
で
語
る
の
は
危
険
で
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
古
辞
書
に
お
け
る
「
鍵
」
と
「
鍵
」
の
異
体
字
の
記
述
を

確
認
し
た
後
、
金
石
文
に
お
け
る
使
用
法
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

古
辞
書
に
お
け
る
記
述
か
ら

　「
鍵
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
『
説
文
解
字
』
で
み
る
と
、「
鍵
」
以
外
に
そ
の
異
体
字
と
な
る
「
楗
」
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。「
鍵
」
に
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つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
鍵
　
鉉
也
一
曰
車
轄
从
金
建
聲

　「
鉉
」
と
「
車
轄
」
で
「
鍵
」
の
意
味
を
解
釈
し
て
い
る
が
、「
鉉
」
は
同
書
の
記
述
に
「
挙
鼎
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鼎
を
担
ぎ
上

げ
る
と
き
に
使
う
金
具
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。「
車
轄
」
は
同
書
の
「
轄
」
の
注
に
「
車
聲
也
从
車
害
聲
一
曰
轄
鍵
也
」
と
あ
っ
て
、

車
の
音
を
表
す
字
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
鍵
」
に
は
「
カ
ギ
」
の
意
味
が
見
当
た
ら
な
い
。

　
一
方
で
、「
鍵
」
と
同
じ
旁
を
持
つ
「
楗
」
に
つ
い
て
は

　
　
　
楗
　
限
門
也
从
木
建
）
17
（
聲

と
あ
っ
て
、「
楗
」
は
戸
締
り
を
し
て
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
道
具
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、『
説
文
解
字
』
に
お
い
て
は
「
鍵
」
と
「
楗
」
を
見
出
し
字
と
す
る
注
記
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
前
述
の

同
書
の
「
鎖
」
の
注
に
「
門
鍵
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
鍵
」、「
楗
」
の
両
字
と
も
「
カ
ギ
」
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
問
題
な

か
ろ
う
。

　『
大
広
益
会
玉
篇
』
に
お
け
る
記
述
を
挙
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
鍵
奇
蹇
切
牡

也
又
管
鑰
鑳
同
上

　
　
　
貞
其
偃
切
門
木

也
古
文
鍵

　
　
　
楗
渠
偃
切
関

楗
與
鍵
同

　
こ
の
記
述
か
ら
「
鑳
」、「
貞
」、「
楗
」
が
「
鍵
」
の
異
体
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
意
味
は
「
貞
」
に
「
門
木
」、

「
楗
」
に
「
関
楗
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
門
木
」
は
門
を
さ
し
か
た
め
る
時
に
使
う
木
、「
関
楗
」
は
「
関
」
に
使
わ
れ
る
木
の

カ
ギ
と
解
釈
で
き
、
日
本
語
で
言
う
「
く
わ
ん
ぬ
き
」（
現
代
仮
名
遣
い
で
は
か
ん
ぬ
き
。
漢
字
表
記
で
は
関
木
。
以
下
、
便
宜
上
カ
ン

ヌ
キ
と
表
記
す
る
。）
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、「
鍵
」
の
義
注
と
な
る
「
牡
」
と
「
管
）
18
（
鑰
」
は
、
第
一
章
で
論
述
し
た
『
周
礼
』

と
『
礼
記
』
の
注
疏
に
基
づ
け
ば
、「
錠
（lock

）」
の
牡
金
具
と
「
鍵
（key

）」
を
も
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、「
鑰
」
と
同
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じ
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、「
鑰
」
と
の
違
い
が
見
え
て
こ
な
い
。

　
漢
字
の
形
の
分
類
に
よ
る
右
の
二
つ
の
古
辞
書
と
違
っ
て
、
意
味
に
よ
り
分
類
を
行
っ
た
『
広
雅
』（
魏
の
張
揖
）
19
（
編
）
を
み
る
と
、「
釋

室
」（
巻
七
）
を
項
目
と
す
る
中
に
「
投
」（「
鑰
」
の
異
体
字
）
と
「
鍵
」
が
ま
と
め
て
書
か
れ
て
い
る
。「
投
」
と
「
鍵
」
に
そ
の
音
を

記
し
た
後
、
そ
の
下
に
義
注
と
な
る
「
戸
牡
也
」
を
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
投
」
と
「
鍵
」
は
読
み
は
異
な
る
が
、
両
字
と
も
門

戸
を
さ
し
か
た
め
る
道
具
で
あ
る
「
牡
」
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
れ
で
両
字
の
意
味
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ

た
が
、
そ
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
答
え
と
な
る
記
述
が
古
代
中
国
の
方
言
や
地
方
に
残
存
す
る
古
い
語
彙
を
集
録
し
た
『
方
言
』（
前
漢
の
揚
雄
撰
）
巻
五
に
み
え

る
。「
戸
鑰
、
自
關
而
東
、
陳
楚
之
閒
、
謂
之
鍵
、
自
關
而
西
、
謂
之
）
20
（
鑰
。」
と
の
記
述
内
容
か
ら
、「
鑰
」
と
「
鍵
」
は
方
言
の
違
い
で

あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
で
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
石
碑
や
墓
誌
な
ど
金
石
文
に
お
け
る
用
例
か
ら
検
討
を

行
う
。金

石
文
に
お
け
る
記
述
か
ら

　「
漢
字
字
体
変
遷
研
究
の
た
め
の
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
「
鍵
」
の
用
例
を
検
索
す
る
と
、
全
部
で
一
六
例
検
出
さ
れ
る
。
一
六
例

と
も
「
鍵
」
に
活
字
化
さ
れ
る
字
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
元
以
降
は
五
例
で
、
残
り
一
一
例
は
唐
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
そ

の
中
に
は
「
錠
（lock

）」
を
表
す
例
も
あ
れ
ば
、
カ
ン
ヌ
キ
の
カ
ギ
を
表
す
例
も
あ
り
、
ま
た
物
事
を
解
決
す
る
た
め
の
重
要
な
要
素

に
転
用
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
大
唐
龍
興
大
徳
香
積
寺
王
淨
業
法
師
霊
塔
銘
」（
七
二
四
年
）
に
お
け
る
「
早
開
靈
鍵
、
入
如
來

密
藏
、
踐
菩
薩
之
空
門
。」
は
「
早
く
に
霊
の
鍵
を
開
け
、
如
来
の
密
蔵
を
入
れ
、
菩
薩
の
空
門
に
踏
み
入
れ
た
」
と
解
釈
で
き
、
こ
の

場
合
の
「
鍵
」
は
「
密
蔵
」
を
入
れ
る
た
め
の
開
け
る
対
象
と
な
る
道
具
、
即
ち
「
錠
（lock

）」
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
老
子
の
『
道

徳
経
』
が
刻
さ
れ
て
い
る
「
大
唐
易
州
龍
興
観
為
國
敬
造
道
徳
経
五
千
文
碑
」（
七
〇
八
年
）
に
は
「
善
閉
無
關
鍵
、
不
可
開
。
善
結
無

繩
約
、
不
可
解
。」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
南
宋
の
範
應
元
に
よ
る
『
老
子
道
德
経
古
本
集
）
21
（
注
』
に
「
楗
、
拒
門
木
也
。
或
従
金
傍
、

非
也
。
横
曰
關
、
竪
曰
楗
。」
と
の
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
参
考
に
す
る
と
、「
鍵
」（「
楗
」）
は
門
を
竪
か
ら
拒
む
（
閉
ざ
す
）
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木
を
指
し
、
カ
ン
ヌ
キ
の
カ
ギ
と
同
じ
よ
う
な
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
）
22
（
る
。
だ
が
、「
竇
泰
妻
婁
黒
女
墓
誌
」（
五
五
五
年
）
に
み
え
る
「
持

四
□
為
隄
防
、
以
六
行
為
關
鍵
。」
の
傍
線
部
は
「
六
）
23
（
行
」
を
要
と
す
る
意
で
、「
關
鍵
」
は
元
の
意
味
で
は
な
く
、
転
用
さ
れ
て
い
る
。

　「
楗
」
は
「
鍵
」
に
比
べ
て
そ
の
用
例
数
が
少
な
く
、
全
部
で
七
例
検
出
さ
れ
る
。
七
例
と
も
「
楗
」
に
活
字
化
で
き
る
字
形
で
あ
る
。

こ
の
中
で
清
朝
の
が
一
例
で
、
残
り
六
例
は
唐
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
六
例
中
、
三
例
は
「
楗
爲
武
陽
」
と
い
う
地
名
に
使
わ
れ
て

い
る
。
二
例
は
『
五
経
文
字
』（
張
参
撰
、
七
七
六
年
）
と
『
九
経
字
様
』（
唐
玄
度
編
、
八
三
三
年
）
を
刻
し
た
「
唐
石
五
経
文
字
九
経

字
様
」（
八
三
七
年
）
に
お
い
て
「
楗
音
倦
見

考
工
記
」、「
建
凡
楗
健
之

類
皆
從
此
」
の
記
述
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
残
り
一
例
は
、「
隋
柏
梯
寺
碑
」（
五

八
六
年
）
の
「
山
王
獻
供
、
法
主
開
筵
。
聞
鐘
洗
鉢
、
聽
梵
搥
楗
。」
の
記
述
に
見
え
、
仏
教
関
連
の
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
古
代
中
国
に
お
い
て
「
楗
」
は
地
名
や
仏
教
用
語
な
ど
限
定
的
場
面
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
て
、
直
接
「
カ
ギ
」
に

関
連
す
る
例
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。「
鍵
」
の
方
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
鍵
」
は
「
鑰
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
て
、

古
辞
書
に
お
け
る
記
述
と
通
じ
て
い
る
。

　
で
は
、
次
に
古
代
日
本
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

第
二
節
　
古
代
日
本
の
場
合

　
古
代
日
本
に
お
け
る
「
鍵
」
と
「
鍵
」
の
異
体
字
の
用
法
を
み
る
た
め
に
、
ま
ず
古
辞
書
の
検
討
か
ら
始
め
る
。

古
辞
書
に
お
け
る
記
述
か
ら

　『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
お
け
る
「
鍵
」
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
鍵
奇
謇
反
閞

　
義
注
に
「
閞
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
閞
」
は
『
干
祿
字
書
』
に
お
け
る
「
閞
關
竝
上
俗

下
正

」
と
の
記
述
と
前
述
の
『
大
広
益
会
玉
篇
』
に

お
け
る
「
楗
」
の
記
述
を
参
考
に
す
る
と
、「
關
」（
関
）
の
異
体
字
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
広
益
会
玉
篇
』
に
見

え
る
「
関
楗
」
の
「
関
」
と
同
じ
く
、
カ
ン
ヌ
キ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
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　『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
「
鍵
」
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
鍵
戸
縁
反
平
　
　

也
迹
也
開
鑰
也

　
義
注
の
「
開
鑰
也
」
は
「
鑰
を
開
け
る
な
り
」
と
読
め
、「
鍵
」
は
錠
前
を
開
け
る
「
鍵
（key

）」
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
新
撰
字
鏡
』
に
は
「
鍵
」
の
他
、
そ
の
異
体
字
と
な
る
「
貞
」
に
つ
い
て
の
記
述
も
み
え
、
異
体
字
の
「
鍵
」
と
「
楗
」
を
そ
の
義

注
に
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　
貞 

巨
晏
反
鍵

也
楗
也

　
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
「
鍵
」
と
そ
の
異
体
字
に
つ
い
て
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
鍵
貞
二
正
　
亠
件
鉉

丶
車
轄
丶
　
又
平
　
ク
ル
丶
キ
　
ツ
ル
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ス
カ
ヒ
　
カ
キ
　
ト
サ
シ
　
亠
乹
　
禾
ケ
ン
　
銉
カ
キ（
僧
上
一
一
七
）

　「
鍵
」
は
「
貞
」
と
共
に
正
字
と
さ
れ
て
い
る
。
和
訓
は
広
義
の
「
カ
ギ
」
に
直
接
関
係
し
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
ク
ル
ル
キ
」、

「
カ
キ
」、「
ト
ザ
シ
」
の
み
を
取
り
上
げ
る
。「
ク
ル
ル
キ
（
ギ
）」
は
、
後
世
の
も
の
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
連
歌
用
語
辞
書
で
あ
る
『
藻

塩
）
24
（

草
』（
月
村
斎
宗
碩
著
、
一
五
一
三
年
頃
成
立
）
に
「
と
ざ
す
木
也
」
と
あ
る
。「
カ
ン
ヌ
キ
」
が
前
述
の
よ
う
に
横
か
ら
戸
締
り
を
す

る
木
で
あ
る
と
す
る
と
、「
ク
ル
ル
ギ
」
は
縦
に
差
し
込
ん
で
戸
締
り
を
す
る
木
で
あ
る
。「
カ
ギ
」
と
「
ト
ザ
シ
」
は
続
け
て
区
別
し
て

書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
違
う
も
の
を
想
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、「
カ
ギ
」
は
「
鍵
（key

）」、「
ト
ザ
シ
」
は
「
錠

（lock

）」
の
意
味
で
記
述
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
鍵
」
は
広
義
で
の
「
カ
ギ
」、
つ
ま
り
施
錠
具
全
体

を
表
す
字
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。「
鍵
」
の
下
の
「
銉
」
は
「
針
」
の
意
味
で
、
本
当
は
「
鍵
」
と
別
字

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、「
カ
ギ
」
の
訓
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、「
鍵
」
の
略
体
字
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
古
辞
書
で
確
認
す
る
限
り
、「
鍵
」
は
「
鍵
（key
）」
も
「
錠
（lock

）」
も
「
ク
ル
ル
ギ
」（
ま
た
は
カ
ン
ヌ
キ
）

も
表
す
こ
と
が
あ
り
、
施
錠
具
全
体
を
表
す
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
正
倉
院
文
書
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
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正
倉
院
文
書
に
お
け
る
記
述
か
ら

　
正
倉
院
文
書
に
お
い
て
「
鍵
」
は
一
八
例
見
え
る
が
、
そ
の
用
例
数
は
同
じ
意
味
を
持
つ
「
鑰
」（「
鎰
」）
の
三
分
の
一
に
し
か
な
ら

な
い
。

　
値
段
も
そ
の
三
分
の
一
ほ
ど
で
あ
る
。

　
　 

【
資
料
一
五
】
続
々
修
四
帙

－

一
〇
　
奉
写
二
部
大
般
若
経
銭
用
帳
（『
大
日
本
古
文
書
』
十
六

－

一
〇
〇
頁
）

　
　
　
卅
文
丸
鎰
二
隻
直
別
十
五
文
　
十
三
文
買
鍵
三
隻
直

　「
資
料
一
五
」
を
み
る
と
、「
鎰
」
は
一
隻
で
十
五
文
、「
鍵
」
は
三
隻
で
十
三
文
す
る
と
あ
る
。
三
隻
で
十
三
文
と
な
る
と
、
一
隻
あ

た
り
四.

三
文
ほ
ど
で
中
途
半
端
な
価
格
に
な
る
が
、
大
体
四
か
ら
五
文
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、「
鍵
」
の
種
類
と
用
途
を
記
し
た
の
が
、
次
の
資
料
に
み
え
る
。

　
　 

【
資
料
一
六
】
続
々
修
四
五
帙
五
裏
　
造
石
山
院
所
用
度
帳
（『
大
日
本
古
文
書
』
十
六

－

二
三
八
頁
）

　
　
　
舉
鍵
十
四
隻
六
隻
信
楽
殿
者

八
隻
上
件
作
上
　
久
理
レ
留
鍵
三
隻
信
楽
殿
者
　
　
　
　

已
上
十
七
打
仏
堂
戸

　
　
　
折
鍵
廿
五
勾
上
件
作
上

　
　
　
　
一
勾
打
仏
堂
料
　
四
勾
打
經
堂
料

　
　
　
　
十
二
勾打僧
房
三
宇
料
　
八
勾
打
板
屋
等
料

　
　
　
　
　
　
　 

（
中
略
）

　
　
　
残
鐵
物
参
拾
物

　
　
　
　
蕨
鍵
二
勾
在
座
　
折
鍵
五
勾

　
こ
の
資
料
に
は
「
信
楽
殿
」
か
ら
運
ん
で
き
て
再
利
用
さ
れ
た
「
擧
鍵
」
と
「
久
留
理
（
ク
ル
リ
）
鍵
」、
石
山
で
鉄
工
に
よ
り
作
り

上
げ
ら
れ
た
「
折
鍵
」、「
残
鐵
物
」
の
「
蕨
鍵
」
の
計
四
種
類
の
「
鍵
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
折
鍵
廿
五
勾
」
に
つ
い
て
は
「
仏
堂
料
」、

「
經
堂
料
」、「
僧
房
三
宇
料
」、「
板
屋
等
料
」
の
よ
う
に
、
そ
の
用
途
も
書
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
四
種
類
の
「
鍵
」
の
違
い
に
つ
い
て
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は
こ
れ
だ
け
で
は
分
か
り
得
な
い
。「
鍵
」
の
前
に
来
る
の
が
大
体
そ
の
修
飾
語
と
な
る
の
で
、

そ
の
意
味
か
ら
考
え
る
と
、「
挙
鍵
」
は
「
鍵
」
の
用
途
か
ら
で
き
た
詞
で
、
挙
げ
る
た
め
の

「
鍵
」、
即
ち
図
１
（
第
一
章
）
に
あ
る
よ
う
な
桟
（
サ
ル
）
を
挙
げ
て
門
戸
を
開
け
る
「
鍵
」

を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。「
久
留
理
鍵
」
は
恐
ら
く
ク
ル
リ
と
廻
す
動
作
か
ら
で
き
た

詞
で
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
い
う
「
ク
ル
ル
キ
」
と
同
じ
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
形
状
は
や
は
り
図
１
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
、「
挙
鍵
」
と
の
区
別
を
明
ら

か
に
で
き
な
い
。「
折
鍵
」
と
「
蕨
鍵
」
に
つ
い
て
は
、
合
田
芳
正
）
25
（
氏
の
言
う
先
端
部
の
形
状

か
ら
「
Ⅰ
群
」、「
Ⅱ
群
」
と
分
け
る
も
の
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
Ⅰ
群
―
小
さ
く
ほ
ぼ
直
角
な
い
し
は
鈍
角
に
小
さ
く
折
り
曲
げ
ら
れ
る
も
の
。

　
　
　
Ⅱ
群
― 

直
角
に
曲
げ
た
上
で
さ
ら
に
直
角
に
折
り
込
む
よ
う
に
し
て
「
コ
」
字
状
に
作

っ
た
も
の
。

　
つ
ま
り
、「
折
鍵
」
は
直
角
な
い
し
は
鈍
角
に
折
り
曲
げ
た
だ
け
の
「
Ⅰ
群
」
に
、「
蕨
鍵
」

は
直
角
に
曲
げ
て
上
で
さ
ら
に
直
角
に
折
り
込
ん
だ
「
Ⅱ
群
」
に
あ
た
る
と
考
え
る
。
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
や
は
り
四
種
の
「
鍵
」
の

区
別
が
明
確
に
見
え
て
こ
な
い
。
皆
カ
ギ
穴
か
ら
入
れ
て
横
に
、
或
い
は
縦
に
刺
さ
っ
て
い
る
棒
を
動
か
し
て
門
戸
を
開
け
る
た
め
の
道

具
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
用
途
や
形
状
に
よ
っ
て
「
挙
鍵
」、「
久
留
理
鍵
」、「
折
鍵
」、「
蕨
鍵
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
た
だ
、「
折
鍵
」
の
場
合
は
掛
け
金
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
四
世
紀
に
書
か
れ
た
『
慕
帰
絵
』
に
は
僧
房
の
「
ま

い
ら
）
26
（
戸
」
に
掛
け
金
が
掛
か
っ
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
4
参
照
）。「
資
料
一
六
」
を
み
て
も
、「
折
鍵
」
は
「
僧
房
」
に
付

け
ら
れ
る
対
象
と
な
っ
て
い
て
、『
慕
帰
絵
』
の
場
面
と
共
通
す
る
。
ま
た
、「
資
料
一
五
」
で
み
た
よ
う
に
、「
鍵
」
の
値
段
も
か
な
り

安
価
で
、
少
量
の
金
属
材
料
で
で
き
る
掛
け
金
な
ら
有
り
得
る
。
そ
こ
で
、「
折
鍵
」（「
鍵
」）
は
掛
け
金
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
と
考
え
る
。
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小
結

　
こ
の
よ
う
に
、「
鍵
」
は
古
辞
書
で
は
施
錠
具
全
体
を
指
す
幅
広
い
意
味
を
持
つ
字
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
正
倉
院
文
書
で
確

認
す
る
限
り
、
ク
ル
ル
ギ
ま
た
は
カ
ン
ヌ
キ
の
カ
ギ
、
掛
け
金
を
表
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、「
鍵
」
の
用
例
は
日
本
の
古
代
の
木
簡
に

は
見
ら
れ
な
く
、
近
世
以
降
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
「
鍵
」
の
用
例
数
が
少
な
い
の
と
も
通
じ
て
い

る
。
ま
た
、「
天
聖
令
」
に
「
鍵
」
の
用
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
も
通
じ
て
い
て
、
漢
字
文
化
が
中
国
の
律
令
と
共
に
日
本
に
伝
わ
っ

た
こ
と
と
関
連
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
三
節
　
古
代
朝
鮮
半
島
の
場
合

　
古
代
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
「
鍵
」
の
用
例
を
前
章
の
場
合
と
同
じ
く
、『
訓
蒙
字
会
』
で
確
認
す
る
と
、「
鍵
」
の
下
に
「soisok

」
と

読
め
る
ハ
ン
グ
ル
が
表
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
横
に
「
俗
呼
鎖
髭
」
と
の
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。「soisok

」
は
「
鎖
髭
」
に
当
た
る

朝
鮮
語
の
固
有
語
で
、『
周
礼
』
と
『
礼
記
』
の
注
疏
に
見
え
る
「
鍵
」
の
記
述
と
同
じ
く
、「
錠
（lock

）」
の
牡
金
具
を
意
味
す
る
。

よ
っ
て
、
古
代
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
「
鍵
」
の
用
法
は
、
中
国
の
古
い
時
代
の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
節
　
遼
の
場
合

　
遼
に
お
け
る
「
鍵
」（
異
体
字
も
含
む
）
の
用
例
を
『
龍
龕
手
鏡
』
で
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
鑳
通
鍵 

正
音
件
管
籥

也
籥
音
薬
二

　
　
　
貞 

古
文
音
件
閞
―
管
籥

也
又
平
聲
今
作
鍵

　「
鍵
」
の
異
体
字
と
し
て
「
鑳
」
と
「
貞
」
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
中
国
の
古
字
書
に
お
け
る
記
述
と
同
じ
で
あ
る
。「
鍵
」
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の
義
注
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
管
籥
」
は
第
一
節
で
挙
げ
た
『
大
広
益
会
玉
篇
』
の
「
鍵
」
の
注
に
見
え
る
「
管
鑰
」、「
貞
」
の
義
注

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
閞
貞
」
は
『
大
広
益
会
玉
篇
』
の
「
楗
」
の
記
述
に
み
え
る
「
関
楗
」
と
同
じ
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ど
ち
ら
も
古
代
中
国
に
お
け
る
用
法
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
節
　
ま
と
め

　
こ
の
よ
う
に
、「
鍵
」
の
用
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
古
代
朝
鮮
半
島
と
遼
は
古
代
中
国
に
お
け
る
用
法
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。
古
代
日
本
の
場
合
は
古
代
中
国
と
比
べ
て
共
通
す
る
部
分
も
多
い
が
、
異
な
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。
古
辞
書
に
お
い
て

「
鍵
」
と
「
鑰
」（「
鎰
」）
が
同
じ
意
味
で
解
釈
さ
れ
て
い
て
、
施
錠
具
全
体
を
表
す
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
古
代
朝
鮮
半
島

の
よ
う
に
「
錠
（lock

）」
の
パ
ー
ツ
の
一
部
を
指
す
と
解
釈
で
き
る
例
は
未
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
く
、
こ
の
点
は
古
代
中
国
と
相
違
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
朝
鮮
半
島
の
方
が
中
国
の
用
法
と
近
い
存
在
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
章
　「
鉤
」（「
鈎
」）
と
「
匙
」
に
つ
い
て

　「
鉤
」
と
「
鈎
」
は
そ
の
字
形
が
似
て
い
て
、
古
代
か
ら
異
体
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
字
は
「
匙
」
と
共
に
「
カ
ギ
」
を
表

す
場
合
が
あ
る
た
め
、
本
章
で
は
一
緒
に
扱
う
。

第
一
節
　
古
代
中
国
の
場
合

古
辞
書
に
お
け
る
記
述
か
ら

　
ま
ず
、
中
国
の
古
辞
書
に
お
け
る
「
鉤
」
の
記
述
を
み
る
と
、『
説
文
解
字
』
に
は
「
曲
也
」
と
の
義
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、『
大
広

益
会
玉
篇
』
に
は
「
鐡
曲
也
」、「
曲
也
所
以
鉤
懸
物
也
引
也
」
と
の
義
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
鉤
」
は
物
を
引
っ
掛
け
る
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た
め
の
曲
っ
た
形
状
の
金
属
製
の
も
の
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。

　「
匙
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
匕
也
从
匕
是
聲
是
支
切
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
意
味
が
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
書
の
「
匕
」

に
つ
い
て
の
記
述
を
み
る
と
、「
取
飯
一
名
柶
」
と
の
義
注
が
あ
っ
て
、
ご
飯
を
取
る
た
め
に
使
う
ス
プ
ー
ン
を
表
す
こ
と
が
分
か
る
。

金
石
文
に
お
け
る
記
述
か
ら

　
次
に
、
金
石
文
の
用
例
を
「
漢
字
字
体
変
遷
研
究
の
た
め
の
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
確
認
す
る
と
、「
鉤
」（「
鈎
」）
の
場
合
は
、
宋

代
ま
で
の
例
が
全
部
で
六
八
例
検
出
さ
れ
る
が
、「
鉤
」
字
体
は
一
三
例
見
え
る
の
み
で
、「
鈎
」
字
体
は
四
〇
例
見
え
る
。
残
り
例
は
字

体
の
確
認
が
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
古
辞
書
で
は
主
に
「
鉤
」
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
「
鈎
」
字
体
の
方
が
多

用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
は
古
辞
書
の
場
合
と
同
じ
く
、
施
錠
具
と
し
て
の
「
カ
ギ
」
に
直
結
す
る
例
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。「
匙
」
は
古
代
の
用
例
が
全
部
で
四
例
検
出
で
き
る
が
、
四
例
と
も
ス
プ
ー
ン
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
古
代
中
国
に
お
い
て
は
、「
鉤
」
も
「
匙
」
も
施
錠
具
と
し
て
の
「
カ
ギ
」
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
。

古
代
朝
鮮
半
島
も
遼
も
中
国
の
場
合
と
同
じ
く
、「
鉤
」（「
鈎
」）
は
曲
っ
た
形
の
道
具
、「
匙
」
は
ス
プ
ー
ン
の
意
味
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
日
本
の
場
合
は
異
な
る
。

第
二
節
　
古
代
日
本
の
場
合

　
古
代
日
本
で
の
「
鉤
」（「
鈎
」）
と
「
匙
」
の
用
法
を
み
る
た
め
に
、
ま
ず
古
辞
書
に
お
け
る
に
記
述
を
確
認
し
て
お
く
。

古
辞
書
に
お
け
る
記
述
か
ら

　『
新
撰
字
鏡
』
に
は
「
戸
鉤
」
を
見
出
し
字
と
す
る
項
目
に
「
加
支
」
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
見
え
る
。

　『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
「
鉤
匙
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
鉤
匙
　
楊
氏
漢
語
抄
云
―
戸
乃
加
岐
一
云
加
良

加
岐
鉤
音
古
隻
反

　「
鉤
匙
」
に
和
訓
を
附
し
て
い
る
が
、
そ
の
和
訓
か
ら
「
鉤
匙
」
は
「
戸
乃
加
岐
」（
ト
ノ
カ
ギ
）、
ま
た
は
「
加
良
加
岐
」（
カ
ラ
カ
ギ
）
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と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
鈎
鉤
今
正
　
古
隻
メ
　
カ
キ
カ
ク
コ
　
簾
―
　
カ
丶
マ
ル
　
カ
丶
フ
　

マ
カ
ル
　
爪
ミ
カ
キ
　
サ
ク
ル
　
ク
サ
リ
　
ツ
リ
カ
コ
　
―
匙
ト
ノ
カ
キ
一
云
　

カ
ラ
カ
キ
　 

蔵
鉤
テ
ウ
カ
ハ
カ
　（
僧
上
一
一
五
）

　「
鈎
」
と
「
鉤
」
が
並
べ
て
書
か
れ
て
い
て
、「
鉤
」
の
下
に
「
今
正
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
直
上
の
「
鉤
」
を
正
字
と
見
な
し
て
い
る

と
理
解
で
き
）
27
（
る
。
た
だ
、
こ
の
下
に
は
施
錠
具
の
「
カ
ギ
」
と
思
わ
れ
る
訓
が
見
え
な
い
。「
鉤
（
鈎
）
匙
」
に
は
『
和
名
類
聚
抄
』
と

同
じ
く
「
ト
ノ
カ
ギ
」
と
「
カ
ラ
カ
ギ
」
の
訓
が
付
い
て
い
る
。
次
の
「
蔵
鉤
」
も
「
カ
ギ
」
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
と
は
推
測
で
き
る
が
、

そ
の
訓
か
ら
は
意
味
の
把
握
が
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
鈎
」
と
「
鉤
」
は
異
体
字
関
係
に
あ
る
字
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
て
、「
匙
」
と
熟
語
を
為
す
「
鉤
（
鈎
）
匙
」
は
「
カ

ラ
カ
ギ
」、「
ト
ノ
カ
ギ
」
の
訓
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
次
に
見
る
正
倉
院
文
書
と
日
本
の
古
代
木
簡
に
お
い
て
は
、「
鉤
」（「
鈎
」）
と

「
匙
」
が
別
々
に
使
わ
れ
て
い
る
。

正
倉
院
文
書
に
お
け
る
記
述
か
ら

　
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
「
鉤
」（「
鈎
」）
の
用
例
を
み
る
と
、「
鈎
」
に
翻
字
で
き
る
例
が
一
）
28
（

例
、「
鉤
」
に
翻
字
で
き
る
例
が
一
例
見

ら
）
29
（

れ
、
ど
ち
ら
の
字
体
を
主
に
使
っ
て
い
た
か
は
知
り
得
な
い
。
そ
の
意
味
も
正
倉
院
文
書
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
正
倉
院
文

書
と
は
呼
べ
な
い
が
、
同
じ
く
『
大
日
本
古
文
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
法
隆
寺
縁
起
資
財
帳
」
に
お
け
る
用
例
か
ら
答
え
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
該
当
箇
所
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　 

【
資
料
一
七
】
法
隆
寺
縁
起
資
財
帳
（『
大
日
本
古
文
書
』
四

－

五
一
二
〜
五
一
四
頁
）

　
　
合
経
樻
肆
合

　
　
　
壹
合
浅
香
長
一
尺
一
分
　
凡
廻
六
寸
六
分

　
　
　
壹
合
赤
檀
長
一
尺
五
寸
　
廣
一
尺
二
寸
三
分
　
高
身
并
足
八
寸
二
分
打
　

金
埿
釘
角
別
打
埿
楼
時
金
着
金
埿
鏁
子
一
具
内
敷
白
綾
褥
一
枚

　
　
　
樻
納
丁
子
香
壹
袋
（
割
注
略
）
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…
…
（
中
略
）
…
…

　
　
　
樻
鈎
　
　
高
二
尺
七
寸
敷

秘
錦
褥
一
枚

　
　
　
樻
鈎
納
革
箱
壹
合 

長
六
寸
廣
二
寸
八
分
深
一
寸

　
　
　
　
　
　
…
…
（
中
略
）
…
…

　
　
合
厨
子
肆
足

　
　
　
貮
足
斑
竹
長
各
二
尺
五
寸
　
廣
各
一
尺
四
寸
　
高
二
尺

着
各
鏁
子
納
基
師
法
華
疏
経
文
具
交
廿
巻
也

　
　
　
法
師
行
信
之
所
集
也

　
　
　
右
奉
納
大
僧
都
行
信
師

　
　
　
壹
足
綾
槻
長
五
尺
九
寸
　
廣
一
尺
七
寸
　
高
四
尺
九

寸
着
金
塗
一
具
并
床
子
一
足
錦
褥
一
枚

　
　
　
裏
衾
壹
領
（
割
注
略
）

　
　
　
鈎
納
革
箱
壹
合 

長
六
寸
一
分
　
廣
三
寸
四
分
　
深
一
寸
三
分

納

錦

袋

内

在

白

綾

褥

　「
資
料
一
七
」
を
み
る
と
、
ま
ず
経
を
入
れ
る
櫃
が
四
合
あ
る
と
統
計
を
書
い
た
後
、
そ
の
内
訳
を
書
い
て
い
る
が
、「
赤
檀
」
の
櫃
に

は
「
金
埿
鏁
子
」
が
つ
い
て
い
る
。
そ
の
後
も
残
り
櫃
に
つ
い
て
の
記
述
が
続
い
た
後
、「
樻
鈎
納
革
箱
壹
合
」
と
の
記
述
が
み
え
る
が
、

こ
の
「
鈎
」
は
「
赤
檀
」
の
櫃
に
つ
い
て
い
る
「
金
埿
鏁
子
」
の
「
鍵
（key

）」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
厨
子
の
場
合
も
同
じ

で
あ
る
。
厨
子
に
「
鏁
子
」
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
記
し
た
後
、「
鈎
納
箱
壹
合
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
鈎
」
も
厨
子
の
「
鏁
子
」

の
「
鍵
（key

）」
で
、
こ
れ
ら
の
厨
子
の
「
鍵
（key

）」
は
革
箱
に
入
れ
て
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
な
お
、
同
じ
く
『
大
日
本
古
文
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
造
唐
招
提
寺
用
度
帳
」
に
も
「
鈎
」
の
用
例
が
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
「
鍵

（key

）」
で
は
な
く
、
ク
ル
ル
ギ
ま
た
は
カ
ン
ヌ
キ
の
カ
ギ
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　 

【
資
料
一
八
】
造
唐
招
提
寺
用
度
帳
（『
大
日
本
古
文
書
』
二
十
五

－

二
五
二
頁
）

　
　
　
又
東
北
第
一
房
鈎
一
隻
長
□
尺
七
寸
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同
房
外
門
糟
訓
三
隻
一
長
各
一
尺
□

二
長
各
二
□

　
　
　
又
東
北
第
二
房
鈎
一
隻 

長
一
尺
七
□
（
寸
ヵ
）

　
　
　
又
西
北
第
一
房
外
門
糟
訓
□
隻
□□

　
　
　
又
油
倉
蔵
一
具
中
之
作
料

　
こ
の
資
料
は
読
め
な
い
字
が
多
い
が
、「
鈎
」
が
「
房
」
の
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
房
」
の
門
に
使
わ
れ
る
「
カ

ギ
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
長
さ
に
つ
い
て
も
読
め
な
い
字
が
あ
っ
て
明
確
で
な
い
が
、「
東
北
第
二
房
鈎
」
の
場
合
は
長
さ
が

一
尺
七
寸
で
あ
る
と
み
て
問
題
な
か
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
五
〇
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
長
さ
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
古
代
日
本
の
出
土
例

の
な
か
で
、
最
長
の
「
鍵
（key

）」
が
一
九
・
四
セ
ン
チ
で
あ
り
、
こ
の
「
鈎
」
が
「
鍵
（key

）」
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。「
鈎
」

の
長
さ
か
ら
考
え
て
、
ク
ル
ル
ギ
ま
た
は
カ
ン
ヌ
キ
の
カ
ギ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
み
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
鉤
（
鈎
）」
は
「
鍵
（key

）」
を
表
す
こ
と
も
ク
ル
ル
ギ
ま
た
は
カ
ン
ヌ
キ
の
カ
ギ
の
よ
う
な
も
の
を
表
す
こ
と
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
鍵
（key

）」
と
な
る
「
鉤
（
鈎
）」
は
箱
の
中
に
入
れ
て
保
管
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
一
方
で
、「
匙
」
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
鍵
（key

）」
を
表
す
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
次
に
日
本
の
古
代
木
簡
に
お
い
て
、「
鉤
」（「
鈎
」）
と
「
匙
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

日
本
の
古
代
木
簡
に
お
け
る
記
述
か
ら

　「
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
検
索
す
る
と
、「
鈎
」
と
さ
れ
る
用
例
は
三
例
見
え
る
。

　
　 

【 

資
料
一
九
】
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
長
屋
王
邸
出
土
木
簡
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土

木
簡
概
報
』
二
一

－

六
頁
）

　
　
　
・
□
□
□

﹇
所
ヵ
﹈　
其
地
在
蔵
鈎
未
不
造
者
今
欲
得

　
　
　
・⊏

　
　
　
　
　
　⊐

　
　 

【 

資
料
二
〇
】
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
長
屋
王
邸
出
土
木
簡
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
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木
簡
概
報
』
二
五

－

一
九
頁
）

　
　
　
・
米
倉
鈎

　
　
　
・
米
倉
鈎

　
　 
【 
資
料
二
一
】
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
長
屋
王
邸
出
土
木
簡
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土

木
簡
概
報
』
二
八

－

五
頁
）

　
　
　
・
鈎
王
一
升

　
以
上
の
三
例
は
皆
長
屋
王
家
木
簡
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
出
典
と
な
る
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
で
確
認
す
る
と
、

「
資
料
一
九
」
と
「
資
料
二
〇
」
の
木
簡
の
「
鈎
」
と
読
ん
で
い
る
字
は
「
釣
」
に
近
い
形
で
書
か
れ
て
い
る
。「
釣
」
を
「
鈎
」
の
期
待

さ
れ
る
位
置
に
書
い
て
い
た
の
は
、「
釣
」
の
ほ
う
が
「
鈎
」
よ
り
短
時
間
で
書
き
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
仕
事
の
効
率
を
上
げ
ら
れ
る

か
ら
で
、「
倉
・
蔵
―
」
と
い
う
文
脈
の
中
で
「
釣
」
を
使
用
し
て
も
情
報
の
伝
達
に
支
障
が
な
い
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
倉
」
或
は
「
蔵
」
の
後
に
「
釣
」
が
用
い
ら
れ
て
も
、「
ツ
リ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
カ
ギ
」
と
読
ま
れ
、
表
示
し
よ
う
と
す

る
情
報
が
確
実
に
伝
達
で
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
場
合
の
「
カ
ギ
」
は
詳
し
く
何
を
指
す
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
ク

ル
ル
ギ
ま
た
は
カ
ン
ヌ
キ
の
カ
ギ
も
、「
鍵
（key
）」
も
有
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
方
で
、「
匙
」
の
用
例
は
五
例
見
ら
れ
る
。
五
例
を
一
括
し
て
以
下
に
示
す
。

　
　 

【 

資
料
二
二
】平
城
京
左
京
二
条
二
坊
五
坪
二
条
大
路
濠
状
遺
構
出
土
木
簡（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
京
木
簡
三
』五
七
三
一
号
）

　
　
　
・
〇
南
門
　
匙

　
　
　
・
〇
南
門
□ 

　
　 

【
資
料
二
三
】平
城
京
左
京
二
条
二
坊
五
坪
二
条
大
路
濠
状
遺
構
出
土
木
簡（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
京
木
簡
三
』五
七
三
二
号
）

　
　
　
・
〇
西
門
鎰
一
匙

　
　
　
・
〇
西
門
鎰
一
匙
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【
資
料
二
四
】
平
城
宮
式
部
省
東
方
・
東
面
大
垣
東
一
坊
大
路
西
側
溝
出
土
木
簡
（
木
簡
学
会
『
木
簡
研
究
』
二
〇
号
一
七
頁
）

　
　
　
・「
○
嶋
坊
北
一
倉
匙
」

　
　
　
・「
○
『
不
得
預
』」

　
　 
【 
資
料
二
五
】
平
城
宮
中
央
区
朝
堂
院
東
北
隅
出
土
木
簡
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
一
九

－

一

五
頁
）

　
　
　
・⊐

轤
工
所
鍱
匙

　
　 

【 

資
料
二
六
】
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
二
条
大
路
濠
状
遺
構
出
土
木
簡
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡

概
報
』
三
一

－

二
一
頁
）

　
　
　
・
匙
参
拾
壱
天
平
八
年
八
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
栗
前
男
龍

　
　
　
・
鏁
鏁
鏁
鏁
鏁
鏁
鏁

　
右
の
五
点
の
木
簡
に
お
け
る
「
匙
」
の
字
形
は
全
部
「
匙
」
に
翻
字
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
「
資
料
二
二
」
と
「
資
料
二
三
」

の
木
簡
は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
木
簡
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
匙
」
は
「
鍵
（key

）」
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

小
結

　
こ
の
よ
う
に
、
古
代
日
本
に
お
い
て
、「
鉤
（
鈎
）」
は
「
鍵
（key

）」、
そ
し
て
ク
ル
ル
ギ
ま
た
は
カ
ン
ヌ
キ
の
カ
ギ
を
表
す
字
と
し
て
、

「
匙
」
は
「
鍵
（key

）」
を
表
す
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

第
三
節
　
ま
と
め

　
古
代
日
本
で
は
東
ア
ジ
ア
の
他
の
国
と
違
っ
て
、「
鉤
（
鈎
）」
を
施
錠
具
と
し
て
の
「
カ
ギ
」
を
表
す
字
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
日

本
語
で
は
曲
っ
た
「
Ｌ
」
型
の
も
の
を
カ
ギ
型
と
も
言
う
よ
う
に
、
日
本
語
の
「
カ
ギ
」
に
は
「
錠
（lock

）」
や
「
鍵
（key

）」
を
含

む
広
義
と
し
て
の
「
カ
ギ
」
以
外
に
、「
Ｌ
」
型
の
物
を
引
っ
掛
け
る
た
め
の
曲
っ
た
も
の
を
指
す
こ
と
も
あ
る
た
め
、
こ
の
和
訓
を
媒
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介
に
「
鉤
」（「
鈎
」）
も
カ
ン
ヌ
キ
ま
た
は
ク
ル
ル
の
カ
ギ
、「
鍵
（key

）」
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
匙
」
は
古
代
中
国
や
朝
鮮
半
島
で
は
こ
の
文
字
だ
け
で
「
カ
ギ
」
の
意
味
を
表
す
こ
と
は
な
い
が
、「
鑰
匙
」、「
鎖
匙
」
の
熟
語

の
中
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。「
鑰
匙
」
は
、
現
代
中
国
語
で
も
字
体
は
変
わ
っ
て
い
る
が
、「
鈅
（
＝
鑰
）
匙
」
が
使
わ
れ
て
い

て
、「
鍵
（key

）」
の
こ
と
を
指
す
。「
匙
」
が
古
代
日
本
に
お
い
て
「
鍵
（key

）」
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
形
状
が
ス
プ
ー
ン

の
「
匙
」
に
似
て
い
る
か
ら
だ
け
で
な
く
、「
鑰
匙
」
と
い
う
例
も
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
な
か
、「
鑰
」（「
鎰
」）
と
区
別
す
る
た
め
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
は
上
下
の
形
で
二
回
に
わ
た
っ
て
古
代
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
半
島
、
遼
に
お
け
る
「
カ
ギ
」
の
漢
字
表
記
と
そ
の
用
法
に
つ
い
て

み
て
き
た
。
紙
幅
の
関
係
上
、「
カ
ギ
」
を
表
す
他
の
漢
字
表
記
、
例
え
ば
「
関
木
」、「
扃
」
な
ど
に
つ
い
て
は
論
述
で
き
な
か
っ
た
が
、

今
後
完
結
し
た
も
の
を
披
露
で
き
る
機
会
を
作
り
た
い
。

　
全
体
を
通
し
て
み
た
時
、
朝
鮮
半
島
と
遼
の
場
合
は
残
る
資
料
が
少
な
く
て
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
古
代
日
本
と
同
じ
く
、
古

代
中
国
と
漢
字
の
用
法
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
の
周
辺
国
家
と
し
て
の
周
縁
性
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
れ
は
漢
字
文
化
を
導
入
す
る
際
に
、
必
ず
し
も
中
国
で
の
用
法
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
国
に
合
う
よ
う
に
変

容
さ
せ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

注（
1
） 

以
下
、『
説
文
解
字
』
に
お
け
る
記
述
は
『
説
文
解
字
附
検
字
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
）
に
よ
る
。

（
2
） 

『
玉
篇
』
は
原
本
系
が
一
部
残
っ
て
い
て
、
原
本
系
に
お
け
る
記
述
を
参
照
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
残
念
な
が
ら
原
本
系
『
玉
篇
』
に
は
「
カ
ギ
」
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の
漢
字
の
記
述
が
残
っ
て
い
な
く
、
本
稿
で
は
主
に
『
大
広
益
会
玉
篇
』
を
使
用
す
る
。
以
下
、『
大
広
益
会
玉
篇
』
に
お
け
る
記
述
は
『
玉
篇
及

原
本
零
巻
』（
出
版
社
、
刊
行
年
不
明
）
に
よ
る
。

（
3
） 

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
「
漢
字
字
体
変
遷
研
究
の
た
め
の
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://coe21.zinbun.kyoto

－u.ac.jp/djvuchar

）

（
4
） 
た
だ
、
本
稿
で
は
古
代
を
時
代
区
分
と
し
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
唐
代
ま
で
を
区
切
り
と
し
た
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
中
国
の
周
辺
国

家
で
あ
る
日
本
、
新
羅
、
遼
な
ど
と
比
較
研
究
を
行
う
た
め
、
宋
代
ま
で
の
例
を
み
る
。

（
5
） 

『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
證
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）

（
6
） 

「
倉
庫
令
」（
巻
第
二
十
三
）
に
お
け
る
「
鎖
」
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
 
 

　  

諸
倉
庫
門
、
皆
令
監
當
官
司
封
鎖
署
記
。
其
左
右
蔵
庫
、

記

仍

印
。
開
示
（
閉
）、
知
其
鎖
鑰
、
監
門
守
當
之
處
、
監
門
掌
、
非
監
門
守
當
者
、
當
處
長

官
掌
。

（
7
） 

「
天
聖
令
」
の
「
獄
官
令
」（
巻
第
二
十
七
）
に
お
け
る
「
鎖
」
の
用
例
を
挙
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
 
 

　
諸
舉
轄
刑
獄
官
、
常
檢
行
獄
囚
鎖
枷
、
舗
席
及
疾
病
、
粮
餉
之
事
、
在
不
如
法
之
、
随
事
推
行
。

 
 
 
 

　
諸
枷
、
大
辟
重
二
十
五
斤
、
徒
、
流
二
十
斤
、
杖
罪
一
十
五
斤
、
各
長
五
尺
以
上
、
六
尺
以
下
。
…
…
鎖
長
八
尺
以
上
、
一
丈
以
下
。

 
 
 

　
諸
獄
囚
有
疾
病
者
、
主
司
陳
牒
、
長
官
親
驗
知
實
、
給
醫
藥
救
療
、
病
重
者
脱
去
枷
、
鎖
、
杻
、
仍
聽
家
内
一
人
入
禁
看
侍
。
…
…

 
 
 

　  

諸
應
請
議
減
者
、
犯
流
以
上
、
若
除
、
免
官
當
、
並
鎖
禁
。
公
座
流
、
私
罪
徒
、
並
謂
非
官

當
者
。
　
責
保
參
對
。
其
九
品
以
上
及
無
官
應
贖
者
、
犯

徒
以
上
若
除
、
免
、
官
當
者
、
枷
禁
。
公
罪
徒
、
並
散
禁
、
不
脱
巾
帯
、
辦
定
、
皆
聽
在
外
參
断
（
對
）。

 
 

以
上
四
例
の
「
鎖
」
は
全
部
「
枷
」
と
一
緒
に
使
わ
れ
て
い
て
、
刑
具
と
し
て
の
く
さ
り
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
最
後
の
用
例
に
は
「
鎖

禁
」
と
あ
る
の
で
、「
鎖
し
て
禁
じ
る
」
と
も
読
め
そ
う
だ
が
、
次
に
「
枷
禁
」
と
の
用
例
が
見
ら
れ
る
の
で
「
鎖
（
く
さ
り
）
で
禁
じ
る
」
と
解

釈
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。

（
8
） 

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
古
辞
書
資
料
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
）
使
用
。

（
9
） 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
天
治
本
新
撰
字
鏡
（
増
訂
版
）』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）
使
用
。

（
10
） 

後
述
の
『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
記
述
を
参
考
に
す
る
と
、
刑
罰
具
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
「
械
」
に
「
阿
之
加
之
」（
ア
シ
ガ
シ
）
の
訓

が
付
け
ら
れ
て
い
て
、「
足
械
也
」・「
穿
木
加
足
也
」
と
の
義
注
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ア
シ
ガ
シ
」
は
刑
具
の
足
枷
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

同
じ
く
刑
罰
具
の
分
類
に
入
る
「
鋜
」
に
は
「
加
奈
保
太
之
」（
カ
ナ
ホ
ダ
シ
）
の
訓
が
つ
い
て
い
て
、「
鏁
足
具
也
」
の
義
注
が
つ
い
て
い
る
こ
と
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か
ら
、「
カ
ナ
ホ
ダ
シ
」
も
足
枷
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
） 

馬
渕
和
夫
『
和
名
類
聚
抄
古
写
本

声
点
本
本
文
お
よ
び
索
引
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
三
年
）
使
用
。

（
12
） 

正
宗
敦
夫
『
類
聚
名
義
抄
』（
風
間
書
房
、
一
九
五
五
年
）
使
用
。

（
13
） 
関
根
真
隆
氏
の
『
正
倉
院
文
書
事
項
索
引
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
を
基
に
調
べ
た
結
果
で
あ
る
。

（
14
） 
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
「
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://w

w
w.nabunken.jp/O

pen/m
okkan/m

okkan
2.htm

l

）

（
15
） 

木
簡
学
会
『
日
本
古
代
木
簡
選
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
七
頁
）

（
16
） 

『
訓
蒙
字
会
』（
朝
鮮
光
文
会
、
一
九
一
三
年
）
使
用
。
以
下
、
同
じ
。

（
17
） 

清
代
の
段
玉
裁
の
『
説
文
解
字
注
』
に
は
「
限
門
也
」
で
な
く
「
歫
門
也
」
に
な
っ
て
い
て
、「
各
本
作
限
非
」
と
し
て
「
限
」
字
を
用
い
る
こ

と
は
間
違
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、「
限
門
」
も
「
歫
門
」
も
戸
締
り
を
し
て
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
味
で
変
わ
ら
な
い
た
め
、

こ
こ
で
は
大
徐
本
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

（
18
） 

『
周
礼
』
と
『
礼
記
』
の
注
疏
に
は
「
管
籥
」
と
あ
る
が
、「
籥
」
は
「
鑰
」
の
異
体
字
と
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、「
管
鑰
」
と
同
じ
も
の
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
19
） 

北
京
圖
書
館
古
籍
出
版
編
輯
組
『
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
五
（
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
使
用
。

（
20
） 

『
揚
子
法
言
』（
掃
葉
山
房
、
一
九
二
五
年
）
に
よ
る
。「
陳
楚
之
閒
」
の
「
陳
」
は
春
秋
時
代
の
国
名
で
あ
り
、「
楚
」
は
「
陳
」
を
滅
亡
さ
せ
た

国
の
名
で
あ
る
。
現
在
の
河
南
省
辺
り
で
あ
る
。「
自
關
而
東
」、
即
ち
「
關
東
」
は
河
南
省
よ
り
東
の
地
方
を
指
し
「
自
關
而
西
」、
即
ち
「
關
西
」

は
河
南
省
よ
り
西
の
地
方
を
指
す
。

（
21
） 

張
継
禹
編
『
中
華
道
藏
』
第
十
一
冊
（
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）

（
22
） 

宮
原
武
夫
「
不
動
倉
の
成
立
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
農
民
』
法
政
大
学
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）
で
は
、
横
か
ら
挿
す
も
の
を
カ
ン
ヌ
キ
の
カ

ギ
、
竪
に
挿
す
も
の
を
ク
ル
ル
の
カ
ギ
と
称
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
区
別
し
な
い
時
は
「
ク
ル
ル
ま
た
は
カ
ン
ヌ
キ
の
カ
ギ
」

と
呼
ぶ
。

（
23
） 

「
六
行
」
は
『
周
礼
』
巻
第
一
〇
「
地
官
」
の
「
大
司
徒
」
条
に
「
以
郷
三
物
教
萬
民
而
賓
興
之
、
一
曰
六
徳
、
知
・
仁
・
聖
・
義
・
忠
・
和
、

二
曰
六
行
、
教
・
友
・
睦
・
姻
・
任
・
恤
、
三
曰
六
芸
、
礼
・
楽
・
射
・
御
・
書
・
数
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
教
・
友
・
睦
・
婣
・
任
・
恤
」
の

六
つ
の
行
い
を
指
す
と
理
解
で
き
る
。
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（
24
） 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
古
活
字
版
藻
塩
草
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
使
用
。

（
25
） 

合
田
芳
正
『
古
代
の
鍵
』（
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
一
九
九
八
年
）

（
26
） 

澁
澤
敬
三
『
日
本
常
民
生
活
絵
引
』
第
五
巻
（
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
）
所
収
の
『
慕
帰
絵
詞
』
に
お
け
る
名
称
に
よ
る
。

（
27
） 
こ
れ
は
『
干
祿
字
書
』
に
「
勾
句
上
俗
下
正

」
と
あ
る
の
と
通
じ
る
。

（
28
） 
正
倉
院
文
書
続
修
四
六

－

九
裏
の
「
造
石
山
寺
所
鉄
充
並
作
上
帳
」（『
大
日
本
古
文
書
』
十
五

－

三
〇
六
頁
）
に
み
え
る
「
二
日
作
上
鈎
三
勾
重

六
両

」
の
「
鈎
」
は
「
鈎
」
字
体
で
あ
る
。

（
29
） 

続
々
修
四
五

－

二
裏
の
「
造
石
山
寺
所
鉄
用
帳
」（『
大
日
本
古
文
書
』
五

－

六
一
頁
）
に
み
え
る
「
権
鐶
三
隻
　
鉤
一
隻
重
三
両

」
の
「
鉤
」
は
「
鉤
」

字
体
と
見
ら
れ
る
。
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Expressions of “Key” and “Lock” by Chinese Characters 
in Ancient East Asian Countries

FANG Guohua

Abstract
	 In previous chapters (Bulletin of the Graduate School of International 
Cultural Studies Aichi Prefectural University No. 13) I examined the use of the 
characters yao 鑰 and yi 鎰 in the countries of East Asia in ancient times. In this 
chapter I consider whether the characters suo 鎖 (鏁), jian 鍵 (楗), gou 鉤 (鈎), and 
shi 匙 were used to signify “lock” or “key,” and I clarify their use.
	 The character suo 鎖 (鏁) was used in ancient China, Japan, the Korean 
peninsula, and the Liao in the sense of a lock, a chain, or an instrument of 
punishment, and it is to be surmised that there were no great differences in its 
meaning or use. However, in ancient China it was predominantly the standard form 
鎖 that was used, whereas in Japan the non-standard form 鏁 was mainly used. The 
reason that mainly the non-standard form was used in Japan, even though it has 
more strokes, was presumably that in ancient Japan it was considered to be the 
correct form.
	 The character jian 鍵 and its variant forms were, like 鑰(鎰), used to signify a 
locking device as a whole. However, there is evidence that it signified the male 
fitting of a lock on the Korean peninsula in ancient times, as was the case in China, 
but there are no examples of this usage in ancient Japan. Usage on the Korean 
peninsula in ancient times would have been closer to Chinese usage.
	 The character gou 鉤 (鈎) was in ancient China used to signify an L-shaped 
metal implement for hooking on to things, and there is a strong possibility that this 
was also the case in the Liao and on the Korean peninsula in ancient times. The 
situation was different in ancient Japan, where this character was used to signify 
both the fastener for a crossbar or bolt and a key. The Japanese word kagi can also 
signify an L-shaped hook, and it is to be surmised that it was via this native 
Japanese reading that the character 鉤 (鈎), read kagi, came to signify an implement 
for opening things, such as the fastener for a crossbar or bolt or a key.
	 The character shi 匙 was in ancient China used to signify “spoon.” It did not 
mean “key” on its own, but it was used in the compound yaoshi 鑰匙. There is a 
strong possibility that this was also the case in the Liao and on the Korean 
peninsula in ancient times. In ancient Japan it was used primarily in the sense of 
“key.”
	 To sum up, we find that there are instances in which the usage of the above 
characters signifying “key” or “lock” in ancient Japan, the Korean peninsula, and 
the Liao differed from China even though they all belonged to the same sphere of 
Sinographic culture. This may be a manifestation of their peripherality as 
neighbouring states of China. It would also have been the result of the fact that, 
when the Chinese writing system and its culture were introduced, Chinese usage 
was not necessarily adopted as it was, but was modified to suit the conditions in 
each country.


